
Kakeaiの1on1
ご利⽤マネジャーの声



⾏き当たりばったりの1on1から、対話がスムーズに継続的に
Kakeaiご利⽤マネジャーの声

心理的安全性を担保して、
本音で話せる関係を作る
ことが大事。

1on1は、チームでは引き
出せない声を引き出す場
にしたい。

個人がモヤモヤしたまま
では、モチベーションが下
がるし、チームの揉め事
にも繋がりかねない。
1on1でタイムリーに軌道
修正をすることで組織の
成果にも直結する。

▼1on1をどのような
場にしたい？

・これまでは⾏き当たりばったりで1on1をやるケースが多く、話すべき内容を忘れてしまうこともあった。

・Kakeaiではメンバーが事前に⼊⼒した「テーマ」や「上司に期待する対応」やメモを⾒て、前置きを省略し、
本題に集中できる。話すべき内容が明確になったおかげで、時間内でしっかり対話できるようになった。

・Kakeaiの履歴を振り返ることで、前回の内容を踏まえた対話ができる。会話の内容がぶれることがなくなり、
    継続性が保たれている。⾏き当たりばったりだった頃より、メンバーからの信頼感が増したと感じている。

メンバー：1on1設定画⾯
話したいテーマと上司に期待する対応を事前に選べる

1on1履歴画⾯
⽇付やテーマで絞りこんでメモを確認しやすい

▼Kakeaiを使った1on1で何が変わった？
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会話のハードルを下げる1on1でいざという時の相談がしやすい関係へ
Kakeaiご利⽤マネジャーの声

どんな小さな悩みや気づ
きも自然に話せる場にし
たい。

忙しい中でも、必ず時間
を確保して継続的に対話
を重ねることで、
『GMだから話しづらい』と
いった壁をなくし、心理的
安全性のある関係を築い
ていく。その結果、メンバ
ーがモヤモヤを抱えるこ
となく、安心して働ける環
境を目指している。

・メンバーが事前に⼊⼒したテーマや上司に期待している対応が明確になり、本題にスムーズに⼊れるようになった。
限られた時間内で的確に議論が進められるようになり、業務以外の話題が出にくかったメンバーも、Kakeaiを通じて
気軽にプライベートな話題を持ち出してくれるようになり、関係性が深まった。

・履歴機能が⾮常に役⽴っており、前回の内容を振り返ることで⼀貫性のある対話ができる。
メンバーも「⾃分の話を覚えてもらっている」と実感し、信頼関係の構築が進んでいる。

・基本的なことだが、これまではOutloookで⼿間がかかっていたリスケジュールも、
Kakeaiでは簡単に⾏えるようになった。私だけでなくメンバーからも「便利だ」という声が上がっている。

▼Kakeaiを使った1on1で何が変わった？

▼1on1をどのような
場にしたい？

⽇程設定
Outlook予定表と連携すると設定もリスケもしやすい

1on1履歴画⾯
メンバー全員の履歴も⼀覧で確認できる
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1on1のひと⼿間を解消。Kakeaiで準備も記録もシンプルに
Kakeaiご利⽤マネジャーの声

心理的安全性を確保し、
業務や個人の悩みを自
由に話せる場にしたい。

「話しにくいことでも、ここ
では安心して話せる」と思
ってもらえる関係性を築き
業務上の進捗だけでなく、
メンバーの内面や悩みを
掘り下げている。

悩みを早めに拾い、タイ
ムリーに解消することで、
気持ちよく働ける環境を
整える場にする。

・Kakeaiでは事前にメンバーが⼊⼒した「テーマ」や「上司に期待する対応」を確認できるため、
対話の焦点が定まりやすくなった。業務の進捗や課題に迅速にアプローチできるようになり、会話の質が向上した。

・共有メモは上司と部下が同じ内容をリアルタイムで確認できるため、認識のずれが減り対話の信頼性が⾼まった。

・リマインド機能があることで、メンバーが話したい内容を考えるきっかけが⽣まれ、より良い対話になる。

・履歴を振り返ることで、前回の内容を踏まえた話ができメンバーの話したいことを漏らさずフォローできる。

リマインドメール
1on1が未設定の場合はメールやTeamsでの通知が届く

1on1実施画⾯：共有メモ
上司と部下がリアルタイムに共有できるメモを確認しながら対話できる

▼1on1をどのような
場にしたい？

▼Kakeaiを使った1on1で何が変わった？
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ただの対話から、記録とフィードバックで1on1がより実りある時間に
Kakeaiご利⽤マネジャーの声

部員が「自分が認識され
ている」と感じる場を提供
することを目指している。
意識的にコミュニケーショ
ンを取ることで心理的安
全性を高め、部員全員が
組織の一員として認識さ
れていると感じられる場
にしたい。

「本音でものが言える職
場」「成長できる環境」の
実現を掲げ、1on1を組織
の価値観やビジョンを浸
透させる機会にしている。

・サマリー機能や⽂字起こし機能を活⽤することで、1on1で何を話したかを簡単に振り返ることができるようになった。

・これにより、継続的なフォローアップや対話の⼀貫性が確保されている。話題が特にない場合でも、
前回の内容や登録テーマを基に対話を進めることができるようになり、もったいない1on1がなくなった。

・1on1終了後にメンバーが⼊⼒する「感想」や「満⾜度」を確認することで、上司としての働きかけがメンバーにとっ
て有意義であるかを実感できるようになり、⾃信とモチベーションの向上に繋がった。

1on1履歴：⽂字起こし
⽂字起こしした内容を要約してメモに⼿軽に挿⼊できる

マネジャー：1on1データ画⾯
テーマと対応別の得意・苦⼿のデータとヒントが確認できる

▼Kakeaiを使った1on1で何が変わった？

▼1on1をどのような
場にしたい？
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